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「おにはそと！」2 月３日の夕方にはご近所で元気の良い声が聞こえてきまし

た。我が家も子どもが小さい時には豆や恵方巻を用意して節分を楽しんだもの

です。日本ならではの季節を大切にしたいものですが、子どもが大人になると

自然と行われなくなる伝統行事もありますね…。園では伝統行事なども含め

様々な体験活動を大切にしたいと考えています。 

季節の変わり目、立春の前日に、これから始まる１年の前に鬼を払い、不幸や災いのない１年になるように…

という願いを込めて行われる行事「豆まき」です。「おにがこわい」「こわいおにがこないようにいいこにして

いよう」等、このような気持ちで終わることがないようにと今年度の豆まき会では年長さんが大活躍していま

した。年長さんは自分の心の中の鬼を探してみようと話をしてきました。自分の心の中にある鬼。「泣き虫鬼」

「いじわる鬼」「ものを投げる鬼」「おこりんぼ鬼」「くいしんぼ鬼」「片付けができない鬼」「給食残しちゃう

鬼」…。豆まき会当日は自分の心の中の鬼について年少さん、年中さんのお部屋に行きお話をしてくれまし

た。その鬼に扮して鬼役として行動する年長さん、年長鬼に向かい豆をまく年少さん、年中さん。大きな声を

出して豆まきをしました。 

この日の年中担任の記録には「クラスで「心の中の鬼」について話をした時には「怖い鬼」などの言葉は出

たが「心の中の鬼」のイメージがつかめないようだった。年長さんの話を聞いた後に話を聞くと自分の「心の

中の鬼」について考える子たちがいた。」とありました。 

年長担任の記録には豆まき会の準備をする段階からの子どもたちの会話の様子がありました。 

「おにやく（鬼役）ってどうするのかな？」 

「こわく（怖く）ならないようにしたいな」 

「おめん（お面）やさしいかお（顔）にしたらこわくないかな？」 

「豆が当たったらどうするの？」と担任からの問いかけには 

「やられた～っていう」「たおれよう」と…。 

そして、当日の記録には 

「こころのおに（心の鬼）、はっぴょう（発表）できた」 

「まめ（豆）あたったとき、たおれたよ」 

「まめをなげてもらってじぶん（自分）のこころのおに（心の鬼）もでていったよ」 

「じぶんでまめなげてないからまだ（心の鬼）いるかも」 

自分たちが鬼役になり終わった「豆まき会」とホッとしたのもつかの間。「山から鬼がやってきた！年長さん園

庭にいる鬼を退治してください！」と放送がなり、今度は自分たちで豆をまきました。 

自分で豆を投げていない・・・と心配していた子も真剣な表情で、懸命に豆を投げていました。 

豆まき行事の後には、お楽しみ発表会がありました。大好きな手遊びが元になって

いるお話や、大好きな絵本を元にしたお話。登場人物を決めてストーリーを考えてい

るクラスもありました。発表会を通して演じるという事も楽しんで

きたから「鬼役」も工夫したり楽しんだりしたのかもしれません。

一つひとつの行事にあわせて、目標を持って取り組んでいきます

が、子どもの成長にとってはすべてがつながっているのですね。

次の行事は何かな？？？ 



信学会松本神映幼稚園 ３月行事予定表 

 

 

予定は変更になる可能性があります 

1 日

2 月

3 火 参観日（ば・ず）

4 水 参観日（き・か）

5 木 参観日（だ・ゆ）

6 金 卒業式リハーサル

7 土

8 日

9 月 誕生会

10 火 お別れ会

11 水

12 木

13 金 終業式11時降園

14 土 卒業証書授与式

15 日

16 月 春休み　希望保育①

17 火 春休み　希望保育①

18 水 春休み　希望保育①

19 木 春休み　希望保育①

20 金 春分の日

21 土

22 日

23 月 春休み　希望保育①

24 火 春休み　希望保育①

25 水 春休み　職員研修

26 木 春休み　希望保育②

27 金 春休み　希望保育②

28 土

29 日

30 月 春休み　希望保育②

31 火 春休み　希望保育②

日 曜 行事 備考


